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豪雨と地震による複合地盤災害の現象解明と備え 

近年数十年に一度の発生と言われてきた規模の豪雨が毎年のように日本各地で広範囲かつ同時多発的に発生し

ております。益々甚大化の一途をたどる豪雨がもたらす地盤災害は，河川の越水，河川堤防の破堤，斜面崩壊，

道路盛土の崩壊，ため池の崩壊など実に多岐にわたります。これに加えて，大地震が頻発していることや巨大地

震の発生が懸念されていることを踏まえますと，豪雨と地震という 2 つの大きな外力によってもたらされる‟マ

ルチハザード（複合災害）”への備えはまさに喫緊に取り組むべき課題であると言えます。 

従来，地盤・土構造物の豪雨や地震に対する健全性の評価は，降雨と地震に分けてそれぞれ検討する方法がと

られてきましたが，今後は両者の相互作用を総合的に考慮した複合外力に対する性能評価を進めていく必要性が

叫ばれております。複合地盤災害による壊滅的な被害を少しでも軽減するためには，複合外力に対する地盤の力

学現象を科学的に解明し，その知見をもって性能評価や対策工法の技術開発に繋げていくことが肝要であります。 

そこで令和4年3 月号では，「豪雨と地震による複合地盤災害の現象解明と備え」と題して，これに関する最新

の研究動向や技術開発に関する報告を取り上げました。総説では，「地震後の豪雨」および「豪雨後の地震」の大

きく2 つに分けて過去の調査事例を紹介するとともに，複合地盤災害への備えについて述べられています。また

7 編の報告では，各種地盤構造物および自然斜面等を対象に，複合外力が作用した際の地盤崩壊メカニズムの解

明に向けた最近の研究事例に加えて，複合外力から地盤構造物をまもるための対策技術開発動向，さらに他分野

と連携した学際的な取り組み等，幅広くご執筆頂きました。多くの会員の皆様に興味深い内容になっていると思

います。 

本特集が豪雨と地震による複合災害に関する研究および技術開発の更なる発展に寄与することを期待しており

ます。 
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